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起動画面



起動画面
 ① 画面をクリックする

 ② 各システムタブ選択画面が表示される

 ③「開始」ボタンをクリック

①

②

③
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データ結合

情報が不足した結合元のデータ
に他のファイルから情報を結合
したい時に使用します。



データ結合
 ① 基本となるデータを読み込む

 ② 結合したいデータを読み込む

 ③ 基本となるデータから必要な列をダブルクリック
し、使用量や紐付けるコードなどを選択する

 ④ 基本となるデータに不足している情報を結合した
いデータから必要な列をダブルクリックし、選択す
る

 ⑤ ③で選んだ紐付けるコードと②の結合したいデー
タから同じコードをドラッグ＆ドロップして指定す
る

 ⑥「結合データ作成」のボタンを押す

 ⑦ 作成されたファイルを確認し、保存する

 ⑧設定は保存でき、同型式のファイルの結合処理で
あれば保存した設定を再利用できる

① ②

③ ④
⑤

⑥

⑦

⑧



計算列の挿入
 ①結合作業時に使用本数と力価から使用

量（g）など、計算が必要な場合は、
「計算列を挿入」をクリックし、計算式
登録エリアを開く

 ②列名を入力後、計算式を設定し、「登
録」ボタンをクリックする

 ③設定エリアに計算列が追加される

①

③

②
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簡易集計・治療日数の集計

各行に登録されたデータを集計
したい時に使用します。



簡易集計
 ①集計するデータを読み込む

 ②縦軸に表記したい項目を選択する

(※後述の「縦軸・横軸について」を参照）

 ③集計する対象（例.使用量）を選択

 ④「簡易集計開始」のボタンを押す

 ⑤表示集計値を選択

 ⑥作成されたファイルを保存

 ⑦設定は保存でき、同形式のファイルであれ
ば再利用できる。

②

①

③

④

⑥ ⑤

⑦



治療日数の集計

④

①

⑤

② ③

簡易集計に加えて、同一日・同一患者への重複
治療行為を判断可能な処方行為情報が各行に記録
されているデータ（EFファイル等）から、治療日
数を基準に算出します。

 ①集計するデータを読み込む

 ②縦軸に表記したい項目を選択

(※後述の「縦軸・横軸について」を参照）

 ③集計する対象として使用量を選択

 ④ 患者を識別する情報＋処方行為を識別する
情報＋処方日を識別する情報を選択

 ⑤「簡易集計開始」のボタンを押す

※「治療日数集計項目にチェック」についてEF
ファイル使用時は、「データ識別番号」「レセプ
ト電算処理システムコード(1)」「実施年月日」を
選択します。

※治療日数の考え方については、FAQの「DOTsの
計算方法について」を参照



縦軸・横軸について①

B列 A列 C列 件数 合計

a 1 あ 2 0.3

b 1 い 1 0.3

b 2 い 2 0.9

c 2 い 1 0.6

c 3 い 1 0.7

c 3 う 1 0.8

d 4 う 3 3.2

Ａ列 Ｂ列 Ｃ列 Ｄ列

1 a あ 0.1

1 a あ 0.2

1 b い 0.3

2 b い 0.4

2 b い 0.5

2 c い 0.6

3 c い 0.7

3 c う 0.8

4 d う 0.9

4 d う 1.2

4 d う 1.1

縦軸設定例

集計対象データ

集計結果

縦軸に指定された列の順で値毎にま
とめて、「集計する対象にチェック」
で指定した列の値を集計します。

以下は設定例です。

 A列： 縦軸２

 B列： 縦軸１

 C列：縦軸３

 D列： 集計対象



縦軸・横軸について②

B列 A列 あ い う

a 1 0.3

b 1 0.3

b 2 0.9

c 2 0.6

c 3 0.7 0.8

d 4 3.2

Ａ列 Ｂ列 Ｃ列 Ｄ列

1 a あ 0.1

1 a あ 0.2

1 b い 0.3

2 b い 0.4

2 b い 0.5

2 c い 0.6

3 c い 0.7

3 c う 0.8

4 d う 0.9

4 d う 1.2

4 d う 1.1

横軸設定例

集計対象データ

集計結果（合計）

横軸に指定された列は、データの内容を列
（最大50列）としてその内容毎にまとめて
「集計する対象にチェック」で指定した列の
値を集計します。

以下は設定例です。

 A列： 縦軸２

 B列： 縦軸１

 C列： 横軸

 D列： 集計対象
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データ結合＋集計の連続実行



データ結合＋集計（画面で確認しながら実行）①
データ結合の設定情報と各集計機能の設定情

報を同時に指定し、データ結合からデータ集計
までを確認しながら一度に行うことが可能です。

 ①「データ結合＋集計」を選択

 ②データ結合の設定を選択

 ③簡易集計または治療日数の集計の設定
を選択

 ④設定方法を選択

 ⑤「開始」ボタンをクリック

※②、③の一覧に表示される内容は、データ結
合・簡易集計・治療日数集計で既定フォルダに
保存されたものに加えて、各機能のデフォルト
設定3種が対象となります。

※②、③で選択する設定の組み合わせは、同じ
形式のデータから保存されたものである必要が
あります。

※設定についての詳細は、後述の「設定を保
存・読み込み」>「選択可能な設定について」を
参照ください。

①

②

③

④

⑤



データ結合＋集計（画面で確認しながら実行）②

⑥ ⑥

⑧

⑦

⑩

⑪

⑫

 ⑥基本ファイルと結合ファイルを読み込む

 ⑦必要があれば設定変更

 ⑧「結合データ作成」をクリック

 ⑨結合データを読み込んだ状態で集計設定
画面が開く

 ⑩必要があれば設定変更

 ⑪「簡易集計開始」をクリック

 ⑫集計結果を表示

※⑥で読み込むファイルは、選択した結合設定
の保存時に使用したものと同形式である必要が
あります。

⑨



データ結合＋集計（一括実行）
④で「入力ファイルを指定し一括で実行する」

を選択した場合、設定画面を省略して集計結果を表
示することが可能です。

 ①「データ結合＋集計」を選択

 ②データ結合の設定を選択

 ③簡易集計または治療日数の集計の設定を
選択

 ④「入力ファイルを指定し一括で実行する」
を選択

 ⑤データ結合における基本ファイルを選択

 ⑥データ結合における結合ファイルを選択

 ⑦「開始」ボタンをクリック

 ⑧集計結果を表示

④

⑤

⑤

⑥

⑦ ⑧

①

②

③

※②、③の一覧に表示される内容は、データ結
合・簡易集計・治療日数集計で既定フォルダに保
存されたものに加えて、各機能のデフォルト設定3

種が対象となります。
※②、③で選択する設定の組み合わせは、同じ形
式のデータから保存されたものである必要があり
ます。
※設定についての詳細は、後述の「設定を保存・
読み込み」>「選択可能な設定について」を参照く
ださい。
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指標の算出・その他の計算



DDDs の計算
DDDと総使用量を各行に持つデータから、

指標（DDDs）を計算します。

 ①計算するデータを読み込む

 ②出力結果に出力する項目を選択

 ③ DDD列を一つのみ選択（任意）

 ④計算対象となる列を選択し、在院患者
延数などの母数を入力

 ⑤補正する係数を入力

 ⑥「計算開始」をクリック

 ⑦作成されたファイルを保存

②

①

※③

⑥

④

⑦※DDDを選択しない場合は、DDD

の除算を省略し計算が行われます。

⑤



DOTs の計算 治療日数を各行に持つデータから、指標
（DOTs）を計算します。

 ①計算するデータを読み込む

 ②出力結果に出力する項目を選択

 ③計算対象となる列を選択し、在院患者
延数などの母数を入力

 ④補正する係数を入力

 ⑤「計算開始」をクリック

 ⑥作成されたファイルを保存

②

①
⑤

③

⑥

④



その他の計算 総使用量を各行に持つデータを用いて、単
純な四則演算を行います。

 ①計算するデータを読み込む

 ②出力結果に出力する項目を選択

 ③計算対象となる列を選択し、演算子と
計算したい値を入力

 ④「計算開始」をクリック

 ⑤作成されたファイルを保存

※「補正する係数」は、各列の計算結果にた
いして、最後に乗算される値になります。

②

①
④

③

⑤

※
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設定を保存・読み込み



設定を保存
各機能の設定画面において、設定内容を保存

し、再利用することが可能です。

 ①各種設定を行う

 ②「設定を保存」ボタンをクリック

 ③保存場所を指定して保存

①

②

③



設定を読み込む
 ① 「設定を開く」ボタンをクリック

 ② 設定エリアへ保存した内容が読み込まれる

 ③ 設定時に用いたデータと同形式のファイルを
読み込む

※ 設定時と異なる形式のデータを読み込んだ場合、
エラーや意図しない結果が出力される可能性がある
ため、十分確認してください。

②

①

③ ③



規定の設定を読み込む
設定ファイル保存時に、初期値となっている

既定フォルダへ保存すれば、機能実行画面の設
定一覧へ表示することが可能です。

 ①保存した設定ファイル名を選択

 ②「開始」ボタンをクリック

①

②



選択可能な初期設定について

各機能で保存される設定は、保存時にあらかじめ設
定されているフォルダに保存すると、プルダウンに反
映され、選択することが可能となります。

既定以外のフォルダに保存した場合や別端末で保存
した設定ファイルを使用する場合は、各機能の「設定
を開く」ボタンから、直接ファイルを指定することで
読み込むことが可能です。

各設定ファイルの拡張子は以下の通りです。

 *.anf データ結合機能の設定ファイル

 *.agf 簡易集計機能の設定ファイル

 *.day 治療日数集計機能の設定ファイル

 *.aud DDDs計算機能の設定ファイル

 *.dot DOTs計算ん機能の設定ファイル

 *.mth その他計算機能の設定ファイル

DUVATにはあらかじめ3種の設定が登録されています。

それぞれ対応した形式の指定ファイルと、DUVAT専用の薬
剤マスターを用いた結合・集計の設定となります。

 ※【ABC-J形式】デフォルト設定

 ※【EFファイル形式】デフォルト設定

 ※【日本薬剤師会形式】デフォルト設定

使用する場合は、結合機能と集計機能において同名の設定
を選択してご利用ください。
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❓データ結合で複数のファイルを取り込むことはできますか？

結合設定を行い、「結合データ作成」をクリック頂いた後に、表示される結果画面において
「ファイル」メニューより「新しい基本ファイルを追加する」を選んで、追加するファイルを
選択頂くことで同じ設定を用いて、データを追加していく事が可能となっております。

ちなみに、「新しい基本ファイルで再処理する」につきましては、最初に読み込んだデータを
削除して新たに取り込む処理となっております。



❓ EFファイルを用いた内服薬に対する集計はどのようになっていますか？

EFファイルから集計を行う場合、内服薬については行為回数の積算を採用しております。

そのため、内服薬を判定するための列として、抗菌薬マスターの「区分」列を抗菌薬区分として追加し、データ形式に
「抗菌薬区分（文字）」を設定することが必要です。

あわせて、EFファイルの「行為回数」列に対して、データ形式を「行為回数（数値）」と設定し集計を行います。

❓ EFファイルからLOT（Length of Therapy）の算出は可能でしょうか？

治療日数の集計機能を用いて、LOTを算出可能です。

EFファイル内の「施設コード」を含んだ結合データを作成し以下の設定で集計を行います。

 「どの軸に集計させるか選択」⇒「施設コード」に「縦軸１」を設定

 「集計する対象にチェック」⇒「使用量*行為回数*力価/DDD」等の使用量計算値列にチェック

 「治療日数集計項目にチェック」⇒「施設コード」「データ識別番号」「実施年月日」にチェック

上記の集計結果の「治療日数」の値が LOTsとなります。



❓ DOTとLOTの考え方はどのようなものですか？

DUVATでは、下記図の考えに則ってDOTsの計算を行っております。



❓ 年間で集計したEFファイルを使用してますが、年間で同一患者が繰返して
肺炎治療を行った場合も、1としてカウントされますでしょうか？

EFファイル内の「データ識別番号」を用いて、患者個人を特定しております。

EFファイルにおいて患者を識別する「データ識別番号」は、基本的に月を跨いでも変わらな
いということになっており「治療日数集計項目にチェック」で「データ識別番号」のみを選
択して頂くと、投与人数は1としてカウントされることになります。

❓ EFファイルから投与人数の算出は可能でしょうか？

治療日数の集計機能を用いて、薬剤毎の投与人数を算出可能です。

 「どの軸に集計させるか選択」⇒「一般名称」＝「縦軸１」、「略語」＝「縦軸２」、「ATCcode」＝「縦軸３」を設定

 「集計する対象にチェック」⇒ 「使用量*行為回数*力価/DDD」等の使用量計算値列にチェック

 「治療日数集計項目にチェック」⇒「データ識別番号」にチェック

上記の集計結果の「治療日数」の値が薬剤毎の投与人数となります。



❓「アプリケーションの使用期限が過ぎています。～」というメッセージが
表示されDUVATが起動しません。

DUVAT には使用可能な有効期限が御座います。

最新のDUVATを再取得頂き、アプリケーションの更新をお願いします。

❓ 「抗菌薬マスター」を読み込み時にエラーメッセージが表示され読み込めません。

抗菌薬マスターについては、DUVATダウンロードサイトから取得頂いた専用のファイルをご使用ください。

ファイル形式が異なると読み込むことが出来ません。

❓エクセルファイルのデータが正しく読み込めない

Xlsx形式のエクセルファイルのみ読み込み可能となっております。

また、日付形式が正しく読み込めない場合や、一部の列が表示されない場合は、一度、CSV形式へ保存し
て頂き読み込みを行ってください。



❓ ClickOnce版 DUVAT のインストール・起動方法を教えてください。

 DUVAT ダウンロードサイトにあります「インストール/起動」ボタンをクリック※します。

※Edgeの場合、「DUVAT.applicationを～から開きますか？」という警告メッセージが表示される場合が
あります。ここでは、「開く」をクリックしてください。

 アプリケーションのインストール画面で「セキュリティの警告」画面が表示されたら、公開元が
「Medical Engineering Institute, Inc.」であることを確認し「インストール」ボタンをクリックしイ
ンストールを開始します。

 インストール完了後は、スタートメニューに「DUVATデータ結合・集計」のアイコンが追加されま
す。2回目以降の起動については、このアイコンから実行します。

 起動時は自動的にサーバを確認し最新版がダウンロードされアップデートされます。

❓使用端末がインターネットに接続することが出来ませんが、
インストール可能でしょうか？。

インターネットに接続可能な端末からDUVATダウンロードサイトへアクセス頂き、セットアップファイ
ル版またはバイナリ形式版を取得頂き、使用端末へコピーして頂くことでインストール可能です。

この場合、最新版への更新は自動で行われないため、定期的にダウンロードサイトから最新版のセット
アップファイルを取得し、更新をお願いします。


